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Abstract：Time－response　tests　were　conducted　to　confirm　susceptibility　of　egg　stage　of　forest

insect　pests．Egg　stages　of　Semanotus japonicus（LAcoRDAIRE），Callidiellum rufipenne（MoTsu－

cHuLsKY），Monochamus alternatus HoPE，Cryphalus fulvus　NIIJIMA，Xyleborus pfeili（RATzEBuRG）

and　Pissodes nitidus　RoELoFs　were　exposed　at5℃ for7，14，21，28，35，42，60 and 90 days．The
probit　analysis　data　showed　that　LT95 value　for　X.pfeili eggs was 18.6 day　and　this　egg　was

most　susceptible　of　those　of　other 5 species，while　LT95 values　for　S.japonicus　and　P.nitidus

were 68.8 and 68.O　days，respectively　and　these　eggs　were　less　susceptible　of　those　of　other 4

species．It　is　considered that　more　than 90 days　would　be　required　for　achieving　a　complete

mortality　of　egg　stage　of　S.japonicus　and　P.nitidus，if　cold　treatment　is　conducted　at 5℃．
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nitidus

は　じ　め　に

　1992年，植物検疫の分野で広く使用されているぐ

ん蒸剤の臭化メチルがオゾン層破壊物質に指定されて

以来，わが国では臭化メチルに代わる処理剤や代替処

理法の開発を行ってきた（KAwAKAMI，1999）。木材害

虫に対してはメチルイソチオシアネート（MITC）や

フッ化スルフリル（SO2F2）を用いて殺虫試験を実施し

ており，その結果，両剤はファイルキクイムシXy妙

わo耀sρ彪痂やハンノキキクイムシXyZosαηd7％s　g2偽

窺αn麗などのアンブロシアビートル類の低温下にお

ける殺虫効果が低く，特にSO2F2はカミキリムシ類

やバークビートル類の卵に対しても効果が低いことが

判明している（SoMAαα」．，1996；MlzoBucHIαα」．，

1996；相馬ら，1997，1999；内藤ら，1999）。

　一方，松田ら（1997）はヒバノキクイムシPんZooo訪

η麗Pc7鰯麗の卵の発育と低温との関係を調査した結

果，7℃以下の低温下では生存率が非常に低く，低温

が卵の発育に影響を与えていることを明らかにした。

　そこで，冬期間に輸入される木材を対象とした低温

とくん蒸剤の組み合わせによる消毒処理を検討するた

め，数種木材害虫（スギカミキリSc規αηo護％sブαρo泌

o％s，ヒメスギカミキリCα痂痂θ」伽π鰯動θπn2，マツノ

マダラカミキリルZoηooんα窺％s認彪7η砺㍑s，キイロコキ

クイムシC四助α伽s伽砂％s，ファイルキクイムシXy－

」功o耀sρ彦薦及びマツキボシゾウムシP乞sso4θsη漉

伽s）の卵の低温感受性を調査したので，その結果を

報告する。

　本試験にあたり，木材害虫の採集，飼育及び供給に

ご協力いただいた横浜植物防疫所札幌支所，大船渡出

張所及び宮古出張所，神戸植物防疫所種苗担当，門司

植物防疫所輸入検疫部門の各担当者に厚くお礼申し上

げるQ

1）現在，名古屋植物防疫所コンテナー貨物担当

2）現在，名古屋植物防疫所小牧出張所

材料及び方法

　1．供試虫

　スギカミキリSθ，ηαηo魏s知ρo漉o％s（LAcoRDAIRE）

の卵：栃木県内で採集した成虫を用い，250Cの恒温器

内で棋原（1991）の方法によりろ紙に産卵させた卵を

使用した。

　ヒメスギカミキリCα砺d∫θZZ伽n耀ガρ2nnθ（MOTsu一
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CHULSKY）の卵二神戸市周辺で採集した成虫を用い，

スギカミキリと同様の方法でろ紙に産卵させた卵を使

用した。

　マツノマダラカミキリMoηooんα隅％s認彪7η厩％s

HOPEの卵：福岡県内の被害材（アカマッ及びクロマ

ッ）を採取し脱出した成虫及び茨城県で採集した成虫

を室温で新鮮なアカマッ材片（5×5～8cm）に放飼し

産卵させた卵を使用した。

　キイロコキクイムシC鯉ゆhα伽s∫μ」∂％sNIIJIMAの

卵：大船渡市及び宮古市周辺のマッの間伐材から採集

した成虫を25℃，60％R．H．の恒温室で飼育し，新鮮

なアカマッ材（径3～5cm，長さ20cm）に放飼して

産卵させた卵を使用した。

　ファイルキクイムシXlyJ2δ07％sρ兜歪Z∫（RATzEBuRG）

の卵：愛知県内のモミ材から成虫を採集し，人工飼料

（水野ら，1997）を用いて24℃の恒温器で飼育したも

のを使用した。

　マッキボシゾウムシEssodles箆観dl㍑sRoELoFsの

卵：大船渡市及び宮古市周辺で採集した成虫を室温で

アカマッ材（径5～10cm，長さ25cm）に放飼して産

卵させた卵を使用した。

2．方法

スギカミキリ及びヒメスギカミキリに産卵させたろ

紙，キイロコキクイムシに産卵させたアカマッ材は，

プラスチック製容器に入れ5℃に設定した恒温器で，

マッキボシゾウムシ及びマッノマダラカミキリに産卵

させたアカマッ材は，プラスチック製容器及び衣装

ケースに入れ5℃に設定した恒温室で，ファイルキク

イムシは飼育中の管ビンのまま5℃に設定した恒温

器で低温処理した。

　低温処理期間は，0（対照区），7，14，21，28，35，42，

60及び90日を基本としたが，採卵状況，処理区の卿

化率の変化に基づき変更した。

　低温処理中の温度は，卵または寄生材を入れた容器

内及びファイルキクイムシの人工飼料中について，お

んどとり（TR・71；（株）ティアンドディ）を使用して

測定した。

3．殺虫効果の確認

低温処理後，ろ紙に産卵されたスギカミキリ及びヒ

メスギカミキリの卵はろ紙のまま，アカマッ材に産卵

されたマッノマダラカミキリ，キイロコキクイムシ及

びマッキボシゾウムシの卵は剥皮して取り出してろ紙

に載せ，25℃の恒温器に保管し艀化の有無を調査し

た。また，ファイルキクイムシは，管ビンから押し出

した人工飼料を実体顕微鏡下で切開して卵を取り出

し，24℃の恒温器に保管し卿化の有無を調査した。対
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Time／response　lines　estimated　by　probit　regression　for　eggs　of 6 species　of　forest　insect　pests
treated　at 5。C．

S．j．：Semanotus japonicus  C.r.：Callidiellum rufipenne　M.a.：Monochamus alternatus

C.f.：Cryphalus fulvus　X.p.:Xyleborus pfeili　P.n.：Pissodes nitidus
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Table 1． Estimated　LT50 and　LT95 values（days）for　eggs　of 6 species　of　forest

insect　pests　treated　at 5。C．

LT　values（95％CL）
Species η＊

LT50 LTg5

Sε解αη伽Sブの0η魏S

C観観2伽窺7㍑⑳2ηn2
Monochα？n㍑sα伽”3α伽s

1，978

5，500

695

43．8（39．2－47．7）

39．0（37．2－40．6）

17．9（14．2－21．1）

68．8（6L7－82．1）

57．5（54．1－62．5）

42．3（35．0－57．1）

C7y1）hαJz4s∫初砂μs

X』y♂功o剛sρ兜伽

485　　　　13．4（11。2－15．2）

888　　　　　7。2（　6．3－　8．0）

28．1（24．5－34。4）

18．6（16．0－23．1）

P∫ssodlθSη痂4μS 604　　　　44．7（40．6－48．0） 68．0（60。2－88，5）

＊Total　number　treated　with　cold　storage　in4－14exposure　periods．

照区については，低温処理を行わずに上記と同様艀化

の有無について調査した。

　得られた処理日数一殺虫率のデータは，プロビット

法（LeOra　Software；1987）で解析し，LT50（50％致

死日数）及びLTg5（95％致死日数）を算出した。

結果及び考察

　処理温度

　低温処理には5℃に設定した恒温器及び低温保管

庫を使用した。これら恒温器及び低温保管庫内に置い

た卵を入れた容器内及びファイルキクイムシの人工飼

料中の温度を測定した結果，スギカミキリ，ヒメスギ

カミキリの容器中は処理開始後90分で，ファイルキ

クイムシの人工飼料中は4～8時間で，低温保管庫の

マッノマダラカミキリ，マッキボシゾウムシの容器中

は24時間で，ほぼ一定温度に達した。一定温度に達

した後の平均温度は，スギカミキリ，ヒメスギカミキ

リで5．2℃（最高5．5℃，最低5．0℃），ファイルキクイ

ムシの人工飼料中は5．10C（最高5．3℃，最低5．0℃），

マツキボシゾウムシ，マツノマダラカミキリで5．80C

（最高5．9℃，最低5．70C）であった。

　卵の低温感受性

　6種木材害虫の卵にっいて，処理日数一殺虫率のプ

ロビット回帰直線をFig．1に，LT50及びLTg5値を

Table1に示した。

　それぞれの感受性をLT50値でみると，最も感受性

の高いファイルキクイムシ（7．2日），次いで感受性の

高いキイロコキクイムシ（13．4日），マツノマダラカ

ミキリ（17．9日），感受性の低いヒメスギカミキリ

（39．0日），スギカミキリ（43．8日），マツキボシゾゥ

ムシ（44．7日）に分かれた。また，LTg5値でみると，

感受性の高いファイルキクイムシ（18．6日），キイロ

コキクイムシ（28．1日）と，感受性の低いスギカミキ

リ（68．8日），ヒメスギカミキリ（57．5日），マツキボ

シゾウムシ（68．0日）に分かれ，マッノマダラカミキ

リ（42．3日）はそのどちらとも有意差は認められな

かった。

　短期間の低温に対し感受性が低いスギカミキリ，ヒ

メスギカミキリ，マッキボシゾウムシは年1回の発生

で，材内あるいは野外で越冬した成虫は3月から5月

にかけて産卵する。この時期には気温が低下すること

もあり，樹皮表面近くに産下されたこれらの卵は気温

の影響を受けやすく，この気温の低下に耐えなければ

ならない。

　一方，短期間の低温に対し感受性が高いキイロコキ

クイムシ，ファイルキクイムシは年数回発生し，その

孔道中には卵から成虫までの態が混在することから卵

のみが低温に耐えなければならないというわけではな

く，またマッノマダラカミキリは6月下旬以降が産卵

時期であることから卵がこのような低温にさらされる

ことはない。LT50値に差が生じた理由は不明である

が，このような卵期における環境の違いが影響してい

るのかもしれない。

　以上の結果，今回試験した木材害虫の卵を5℃の低

温処理により完全殺虫するには90日以上を必要とす

ることが予想される。この条件を満たす地域を日最高

気温の月別平年値（理科年表：1996年版）から推定す

ると北海道に限られるが，陸上貯木，水面貯木時の材

温を調査することで適用地域はさらに広がるものと考

えられる。

　また，開発中のくん蒸剤（MITC，SO2F2など）の殺



4 植物防疫所調査研究報告 第38号

虫効果と低温処理を組み合わせた場合，卵が生き残っ

たとしても，その後の低温処理により比較的短期間で

完全殺虫を得ることが考えられる。ただ，これらくん

蒸剤の殺虫効果は，くん蒸温度に大きく左右されるこ

とから，輸入時期，輸入場所，くん蒸方法など効果的

に実施するための条件にっいて十分検討する必要があ

る。
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